
資料４ 

○「がんに関する教育」について 

＜目的＞ 

 現在、日本人の２人に１人が、がんになり、３人に１人ががんで亡くなると言われている。がんは、

日常生活と密接に関係する疾患であり、がんを予防するためには、生活習慣を形づくる時の教育が大

変に重要である、このことから、ある程度の理解力が備わり、また喫煙習慣や生活リズムの変化をき

たしやすい中高生を対象とし、がんの理解と予防に関する知識を深めていくことを目的として、がん

に関する教育を推進していく。 

＜ねらい＞ 

 健康と命の大切さについて学び、自らの健康を適切に管理し、がんに対する正しい知識とがん患者

に対する正しい認識を持つように教育する。 

＜方法＞ 

１ モデル校・実施希望校におけるがん教育の実施（H24年度～） 

２ 教育啓発資材の開発 ⇒ リーフレットの作成・使用 （平成26年３月末初版発行）

   ・中学生や高校生にもわかり易い啓発資材を作成し、効果的ながんに関する教育を行う。 

＜実績＞ 

３ 授業内容 

○ 講師による講話：医師、保健師、栄養士等、がん患者、ＭＳＷ等 

○ リーフレット：『知って欲しい「がん」のこと』･･･平成 27年 3月改定 

○ 授業時間：５０分内容（講話中心）と１００分内容（グループワーク実施）の 

２通りのプログラム 

１年目（H24 年度）               ４～５年目（H27～H28） 

岡山後楽館高等学校                広く中学校に声をかけ、 

○ 高校１年生                  希望校に対して実施。

○ 「救急処置」授業                その後も検討を重ね 

の選択生徒                     ながら、継続実施。

 ２～３年目（H25～H26） 

  岡山後楽館高等学校、 

市内の希望中学校で 

モデル実施 

 ○ 啓発資材の開発（リーフレット等） 

○ 授業の効果・評価を行いながらプログラムの開発を行う

岡山後楽館高等学校（H24・25・26） 

岡山学芸館 清秀中学校（H26）  

岡山市立吉備中学校（H26） 

岡山大学教育学部（H27・28） 

岡山障害者就業・生活支援センター（H27）

【H29 年度以降】

国の中学・高校

での「がん教

育」の全国展開

に伴い市教委

と連携し、今後

のあり方を検

討する

【高等学校】

【中学校】

岡山中央中学校（H28） 

岡山理科大学付属中学校（H28） 

【その他】


